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Abstract

This is a study which focuses on ECEC (Early Childhood Education and Care) teacher’s professionalism in Finland.

Finland is a country which is famous for its practice in ECEC that values each child as an individual. The purpose of this

study is to clarify how teachers acquire professionalism which value each child as an individual through a teacher

training program at the university in Finland.

To identify it, we analyze the curriculum of the ECEC teacher training program in Helsinki University. In addition,

we conducted an interview and a questionnaire to two ECEC teachers who graduated from Helsinki University.

Here are two things that have become clear. First, in the training course, there are many theoretical lectures which are

pedagogical, and there is also a wealth of practical courses such as practical training. Second, ECEC teachers practice

respecting each child by learning about the “child’s viewpoint” and “child’s perspective” through theoretical and

research-based coursework in their training programmes.

Therefore, it can be said that ECEC teachers in Finland have professionalism which pedagogically captures children

in terms of respecting each child.
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1 はじめに

本稿の目的は，幼児教育・保育の教員養成課

程を通して，フィンランドの幼稚園教諭はどの

ように子ども一人ひとりを尊重する保育者の専

門性を身につけるのかを明らかにすることであ

る。

近年，幼児教育・保育（Early Childhood Edu-

cation and Care, 以下，ECEC）において，保育

の質保証が大きな課題の一つである（OECD,

2017）。OECD（n.d.）の研究報告によると，子ど

もたちに最も好ましい認知的・社会的成果をも

たらす質の高い ECEC を提供するための重要

な要素の一つが，保育者の専門性だと言われて

いる。保育者の資格，教育，訓練は重要な課題

であり，保育者の専門性を育む上で重要な過程

の一つである養成課程での学びに注目すること

は，保育の質の向上に向けて視座を与えるもの

であると考えられる。

そこで本稿では，フィンランドの保育者の養

成課程に着目した。フィンランドにはナショナ

ル・コア・カリキュラム（以下，コアカリキュ

ラム）やコアカリキュラムに基づいて各地域が

策定するローカルカリキュラムが存在するが，

具体的な教育内容や指導方法に関しては教育現

場に大きな裁量権があり，現場における実践者

の自主性が重んじられている（Niemi et al.,

2016）。そのため，保育者の専門性が実践の鍵

を握る。

また，フィンランドの ECEC の特徴は，

“pedagogy”（教育学）に重きが置かれている点

である（Act on Early Childhood Education and

Care 540/2018; Finnish National Agency for Educa-

tion (EDUFI), 2022）。ECEC コアカリキュラム

は保育者の教育学的責任を強調しており

（EDUFI, 2022），フィンランドの ECECの質を

考えるとき，ECEC の実践を計画し，実施し，

発展させる保育者の教育学的な実践，思考，計

画などの “pedagogical competence”（教育学的能

力）が重要な要素であると認識されている

（Melasalmi et al., 2022）。子ども一人ひとりに耳

を傾け，発達やスキルを観察し，保護者や他の

スタッフとも交流を行いながら子どもの学びの

機会をデザインし，活動や環境の評価とともに，

専門的スキルや政策文書を振り返るなど，教育

学的なプロセスにおいて一人ひとりを尊重する

ECECの実践が保育者の教育学的な専門性に委

ねられている（Kangas & Harju-Luukkainen,

2021）。

これらは，ECEC法や ECECコアカリキュラ

ムで示されているように，「ECECに通う子ど

もたちはそれぞれ，体系的で目標志向の教育，

指導，保育を受ける権利を有する」（Act on

Early Childhood Education and Care 540/2018;

Finnish National Agency for Education (EDUFI),

2022）という子どもの権利保障がベースとなっ

ている。子どもの権利を基盤としたフィンラン

ドの教育学的な ECECの実践は，福祉への傾倒

や教育と学びの観点の不在が懸念される日本の

保育・幼児教育（浅井，2022）への示唆を与え

ると期待できる。

以上のことから，本稿では，教育学的な視点

から子ども一人ひとりを尊重する ECEC の実

践に取り組むフィンランドにおいて，保育者養

成課程での学びがその実践にどのように寄与し
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ているのかを，養成課程のカリキュラムと現場

の保育者へのインタビューを通じて検討する。

なお，フィンランドの ECECの保育者養成課程

に着目した先行研究として Onnismaa（2017），

伊藤（2007），小林（2017），大佐古（2018）な

どが挙げられるが，いずれも養成課程の制度や

課程の研究であり，保育者養成課程での学びが

どのように実践に繋がっているかは明らかにさ

れていない。また，フィンランドの ECEC保育

者の教育学的能力について，“pedagogy”や

“pedagogical competence”の 概 念 は Ranta ら

（2023）や Koivulaら（2022），Kangasら（2021）

によって検討されているが，養成課程や現場の

保育者との繋がりについてはまだ研究されてい

ない。

2 フィンランドの ECEC における“pedagogy”

と“pedagogical competence”

2.1 “pedagogy”の背景

フィンランドの ECECは，教育（education），

指導（teaching），そして保育（care）を，体系的

かつ目標志向的に組み合わせたもので，子ども

の発達，健康，ウェルビーイングを促進し，子

どもの学びの機会を向上することを目標として

いる(1)。このような教育と保育の統合的アプ

ローチは，“educare”モデルとも言われており

（Eurydice, 2023），“Act on Early Childhood

Education and Care 540/2018”（以下，ECEC法）

では，ECECを “pedagogy”（教育学）に重点を

置いた，計画的で目標志向の教育，指導，保育

の総体として定義されている。

このように pedagogyに重きを置く ECECは，

近年の ECEC 改革とともに進められてきた。

フィンランドの幼児教育・保育は，0 歳児〜6歳

児を対象とする ECECと，1 年間（原則，6 歳児

を対象）の就学前教育で構成されている。以前

は，就学前教育は教育文化省の管轄で，ECEC

の所管は社会保健省であったため，ECECは社

会ケアサービスの枠組みにあった。しかし，

2013 年に ECECの所管が教育文化省に移行し

たことによって，ECECと就学前教育の所管が

一元化された（匝瑳・小笠原・前田，2023）。

そして，ここ 10 年間で抜本的な改革が行わ

れ，幼児教育分野のあらゆる政策文書が刷新さ

れ た（Kangas & Harju-Luukkainen, 2021;

Melasalmi et al., 2022; Onnismaa, 2017）。特に

ECECの法改正とコアカリキュラムの変化が注

目を集めている（Melasalmi et al., 2022）。フィ

ンランドの教育行政は，教育法制の整備や国家

予算の分担等に責任を負う教育文化省と，高等

教育を除く各教育課程を担当し，国のコアカリ

キュラムを策定するフィンランド教育庁

（EDUFI）の 2層構造になっている。ECECと就

学前教育の所管が一元化されて以降，2014 年に

就学前教育コアカリキュラムを改訂（現行版），

2015 年には就学前教育が義務化，そして，2016

年には ECECコアカリキュラムが策定された。

これまで，ECECコアカリキュラムは勧告とし

ての位置付けにあったが，教育庁によって策定

されたこのコアカリキュラムは，初めて規範的

なコアカリキュラムとして位置付けられ，

ECECの公的・私的提供者の双方に義務を課す

国家規範となった。2018 年には，現在の保育制

度の基盤となった 1973 年制定の児童保育法が

改正され，ECEC法が 2018 年 9 月から施行さ

れた。そして，2022 年に ECEC コアカリキュ

ラム（現行版）が改訂され，現在はこの ECEC

法と 2022 年改訂版 ECECコアカリキュラムに

基づいて，ECECが実施されている。

現行版の ECEC コアカリキュラムでは，
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「ECEC はフィンランドの教育制度の一部で，

子どもの成長と学びの道のりにおける重要な段

階である」こと，そして，「ECECの目的は，子

どもの学びの前提条件を支援し，インクルー

ジョンの原則に沿って生涯学習と教育における

平等の実現を促進すること」であると示されて

いる(2)。法改正とコアカリキュラムの策定を

中心とした一連の改革によって，フィンランド

の ECEC と就学前教育のコアカリキュラムに

一層の連続性が生まれ，ECECにおいて，子ど

もの権利の教育的な側面がより強調されるよう

になったことが窺える。

2.2 フィンランドの ECEC における“peda-

gogy”の概念

では，フィンランドの ECECにおいて特に重

視されている “pedagogy”とは何を意味するの

だろうか。コアカリキュラムでは，pedagogyと

は「特に教育科学と幼児教育の分野における学

際的な知識に基づいた体系的で目標志向の活動

であり，子どものウェルビーイングと学びを支

援することを目的とした専門的なスタッフに

よって専門的に運営・実施されるもの」(3)を指

すと説明されている。ECECのあらゆる活動を

通じて pedagogyが重視され，保育者と子ども

の相互作用の中で，教育，指導，保育が首尾一

貫した ECECが形成され，子どもの成長，発達，

学びを促進する包括的なアプローチが可能にな

ると示されている。

上記のように，コアカリキュラムを含め，政

策文書において pedagogyに関する大まかな説

明や pedagogyの重要性を示唆する文言が散見

されるが，フィンランドの ECEC における

pedagogy の概念や本質的な意味については詳

述されていない。このような状況に対し，フィ

ンランドの ECECにおける pedagogyの概念を

検討した先行研究として，主に Alila &

Ukkonen-Mikkola（2018）と Kangasら（2021）が

挙げられる。Alila & Ukkonen-Mikkola（2018）

は，フィンランドの ECEC変革のこの時代に，

pedagogyの重要性が強調されていることから，

ECECにおける pedagogyの概念を，理論と実践

の両面から検討し定義する必要があると指摘し

た。ECECに関する政策文書や専門書等の文献

を分析した結果，フィンランドの ECECにおけ

る pedagogyの定義を以下のように提案した。

ECECにおける pedagogyとは，保育者と子

どもの相互作用に基づく，計画的で目標志

向の組織的・専門的活動であり，子どもの

発達，学び，ウェルビーイングに意識的に

影響を与えることを目的とする。ECECの

pedagogyは，ECECの目標，内容，方法，学

習環境，また観察，記録，継続的な評価，

行動文化の発展を通して，科学的・研究的

根拠に基づき教育界で実施される。ECEC

の pedagogyは，遊びを通して，保護者や他

の専門家と協力しながら，子どもの活動と

参加を重視することによって実践される

（Alila & Ukkonen-Mikkola, 2018，筆者翻訳）

Alila & Ukkonen-Mikkola（2018）の提案によ

ると，pedagogyは計画的，目標志向的，そして

専門的な活動であり，その実践は保育者と子ど

もの相互の関わりに基づくと定義されている。

ECECの目標や環境，観察，評価などの様々な

活動を通じて，保育者が専門家として子どもの

主体性を重視し，相互に交流することがフィン

ランドの ECECの pedagogyの要として考察さ

れている。
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このように，pedagogyは多様な活動や捉え方

が絡み合った概念であり，pedagogyを一つの活

動や捉え方に絞ることはできない。その点に着

目 し た Kangas ら（2021）は，幼 児 教 育 の

pedagogy に関する学術論文や研究報告を分析

し，北欧，特にフィンランドの幼児教育におけ

る pedagogyへのアプローチを定義し，再概念

化した。その結果，幼児教育における pedagogy

の暫定的な枠組みとして，5 つのアプローチ

（interaction，scaffolding，didactics，expertise，fu-

ture orientationを通じた pedagogy）が明らかに

なった。日常的な幼児教育の活動において，

pedagogyは既存の緊張関係や，理論，教師の価

値観などだけでなく，政策文書に見られる政策

立案者の意図や指針を通しても定義され，個々

及び集団的に概念化されるものである。そのた

め，幼児教育の文脈の中で pedagogyの概念を

繰り返し探究し，再定義することが不可欠であ

り，その探究において，この 5つの枠組みが助

けになると Kangasらは述べている。

コアカリキュラムと以上の先行研究から，

フィンランドの ECEC における pedagogy は，

保育者と子どもの相互作用に基づいた，計画的，

目標志向的，専門的活動であると言える。しか

し，pedagogy は固定化された概念ではなく，

様々な要素が絡み合い影響し合いながら，個人

や集団によって概念化される存在である。その

ため，ECECの文脈において，pedagogyの背景

にある多様な価値観や理論的概念を，批判的か

つ対話的に検討することが重要である（Kangas

et al., 2021）。

2.3 保育者の“pedagogical competence”

フィンランドの ECECは，保育者の専門性に

大きく委ねられている（ECEC 法）。フィンラ

ンドでは，計画や実施などのより詳細な実践は

保育者に委ねられており，保育者の専門性が質

の高い ECEC の鍵を握る（Niemi et al., 2016;

Kangas & Harju-Luukkainen, 2021）。そのため，

pedagogyを重視した ECECを実践するために，

保育者の “pedagogical competence”（教育学的能

力）が 求 め ら れ る（Melasalmi et al., 2022;

Koivula et al., 2022）。保育者の教育学的能力は，

ECECの実践における最も重要な要素の一つで

あり（Alila & Ukkonen-Mikkola, 2018），ECECに

おけるあらゆる教育学的プロセスにおける主要

な担い手と見なされている。教育学的能力は，

子どもの個性や感情など，一人ひとりの視点を

考慮し，教育学的な知識やノウハウを活用して

子どもの学びを計画，実践する能力であり，評

価や開発，振り返り，学習環境の検討など，様々

な教育学的実践（pedagogical practice）を行う専

門性が求められる（Ranta et al., 2023）。

“pedagogy”と同様，フィンランドの幼児教育

における教育学的能力の明確な定義づけはされ

ていない。その点に着目した Ranta ら（2023）

は，Kangasら（2021）の pedagogy概念を参照し

つつ，フィンランドの研究文献において保育者

の教育学的能力がどのように定義されているか

を分析した。分析の結果，フィンランドの幼児

教育における教育学的能力は，①メタ能力

（meta-competencies），② 専 門 的 な 能 力

（professional-competencies），③実践的な能力

（practical-competencies）の 3 つに分類された。

質の高い幼児教育を実施するためには，保育者

の教育学的能力は広く全体的に考慮されるべき

であり，保育者の教育学的能力の意識的な開発

が，教師の強固な概念的基盤を形成し，教職を

極めることができると議論している（Ranta et

al., 2023）。Rantaら（2023）の研究によって明
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らかになった 3つの能力の枠組みは，保育者の

教育学的能力を開発するための重要な概念的基

盤の一つとなり，保育者の教育学的能力や，幼

児教育の質の向上に寄与することが期待でき

る。

なお，フィンランドの ECECは，「ECECセン

ター」，家庭ベースのデイケアを行う「家庭・デ

イケア」，遊び場での活動や週 1回のクラブ活

動などを含む「その他の ECEC活動」の大きく

3 つの形態に分類される。この中で「ECECセ

ンター」が最も一般的な形態である。フィンラ

ンド語では “päiväkoti”と呼ばれており，日本で

言う保育園と幼稚園が一元化された施設であ

る。ECECセンターでは，様々な資格を有する

専門家で構成されたマルチプロフェッショナル

なチームで，幼児教育が実践される（Karila &

Kupila, 2023）。ECECの実践に関わる保育者の

資格は，幼稚園教諭，ソーシャル・ペダゴーグ，

保育士の大きく 3種類ある。幼稚園教諭は大学

の学士課程における教育学学士の取得，ソー

シャル・ペダゴーグは応用科学大学（専門大学）

の学士課程におけるソーシャルサービス分野の

学士の取得が求められ，保育士は職業訓練学校

を通じて資格を取得できる。ECEC実践のチー

ムは，学士号を持つ保育者が最低 1 人と，他 2

人 で 構 成 さ れ て い る（Kangas & Harju-

Luukkainen, 2021）。本稿では，教育学的な視点

から教員養成及び保育者の専門性を検討したい

ため，教育学学士の取得が求められる幼稚園教

諭に焦点を当てる。

3 ECEC 幼稚園教諭養成課程の検討

3.1 ECEC 幼稚園教諭養成課程の概要

フィンランドの ECEC 及び普通教育の教師

のための教員養成は，大学の教育学部において

展開されている。小学校のクラス担任と幼稚園

教諭の課程には相補性があり，同時に行われて

いるが，幼稚園教諭は学士課程の 3 年（180

ECTS），クラス担任は修士課程も含めた 5 年

（300ECTS）の課程となっている。カリキュラ

ムや教育実習の期間等は，各養成機関によって

定められている。幼稚園教諭の場合，「教育の

基礎と教科」，「幼児教育・保育及び就学前教育

に必要なスキルの学習」，「副科目研究」，「選択

科目」の学修モジュールによって構成されてお

り，以上のモジュールによる理論的な学習と教

育実習により，子どものニーズから生じる教育

を実践する能力を養成することを目的としてい

る。教育理論と実践の統合には，養成課程の学

生が教育に対して探究的な態度を持ち，合理的

な論拠に基づいて教育学的な決定を下せる反省

的実践者を養成するという意図もある（Cao et

al., 2023）。

また，フィンランドの教員養成課程では，研

究に基づくアプローチが中心的な指導テーマと

みなされている（Cao et al., 2023）。教育学的思

考のプロセスを通じて自らの決定に到達できる

自律的な教師を養成することが，研究ベースの

教員養成では目指されている（Kansanen, 2015）。

フィンランドの幼稚園教諭の志望者のための

プログラムは，7 つの大学において提供されて

いる。また，オーボ・アカデミー大学とヘルシ

ンキ大学では，スウェーデン語による授業も

行っている。各大学は，教員養成課程のカリ

キュラム作成において完全な自治権を持ってお

り，教員養成課程にはそれぞれの大学ごとの特

徴が現れている（Onnismaa, 2017）。

3.2 研究方法

本稿では，子ども一人ひとりを尊重した幼児
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教育・保育を実現すべく，フィンランドの保育

者養成課程ではどのようなプログラムを経験

し，そして，その学びがどのように現場での実

践に寄与しているかを “pedagogical competence”

に焦点を当てて明らかにすることを目的として

いる。そこで，フィンランドの幼稚園教諭養成

課程のカリキュラムの具体的な内容とプログラ

ムの内実を明らかにしたうえで，インタビュー

調査によって，養成課程での学びがどのように

現場と繋がっているのかを示していく。

分析対象としたのは，ヘルシンキ大学

（Helsingin Yliopisto） の 教 育 学 部

（Kasvatustieteellinen Tiedekunta）における幼稚

園教諭養成課程のカリキュラムと，ヘルシンキ

大学の幼稚園教諭養成課程で幼稚園教諭免許を

取得した現職の幼稚園教諭である。ヘルシンキ

大学の幼稚園教諭の教師教育では，幼児教育学

の基礎として，子どもの発達，学習，積極的な

相互作用に重きを置き，学際的かつ研究ベース

のアプローチを採用している点が特徴である

（Onnismaa, 2017）。

また，ヘルシンキ大学に焦点化して調べるこ

とで，養成課程から実践までの繋がりや関連性

を明確に示すことができると考え，ヘルシンキ

大学の幼稚園教諭養成課程を経て現在 ECEC

センターで勤務する幼稚園教諭をインタビュー

の対象者とした。

3.3 ヘルシンキ大学幼稚園教諭養成課程カリ

キュラム分析

3.3.1 内容の整理

ヘルシンキ大学の幼稚園教諭養成課程の内容

を整理し，その具体的な内容を検討した。ここ

で は，授 業 詳 細 “Opintojaksojen tiedot

(Varhaiskasvatuksen opettajan opintosuunta) 2023-

2026”（コース詳細（幼児教育教員養成課程）

2023-2026）(4)を分析対象とし，フィンランド

語のカリキュラムを日本語に翻訳した後，内容

を整理した。ヘルシンキ大学幼稚園教諭養成課

程の授業詳細は以下の通りである。

ヘルシンキ大学では，「言語とコミュニケー

ション（15 単位）」，「教育学基礎（25 単位）」，

「教育学（45単位）」，「幼児教育および就学前教

育のための専門的準備を提供する学問（60単

位）」，「選択科目（35 単位）」の合計 180 単位

（ECTS）を取得し，学士の学位と共に幼稚園教

諭免許を取得することができる。「言語とコ

ミュニケーション」，「教育学基礎」，「教育学」

に関しては，小学校教員養成課程と重なる授業

が多く，「幼児教育および就学前教育のための

専門的準備を提供する学問」において幼児教育

に特化した専門科目を履修する。

3.3.2 養成課程カリキュラムの特徴

各授業の具体的な内容の検討から，明らかに

なった特徴が主に二点ある。

一つ目は，理論的な授業が豊富であることで

ある。学位（学士）取得を前提に，教育哲学や

教育社会学，教育心理学など，理論的な授業が

充実しており，質的・量的研究法などの研究方

法に関する授業も必修である。卒業論文を執筆

し，学位（学士）を取得することが前提である

こと，また，幼児教育の専門科目 60単位以外は

小学校教員養成課程との共通授業が多いことか

ら，体系的に教育学を学び，子どもや教育につ

いて多様な視点から考察する専門性を養うこと

ができると推察される。

ECEC法では，ECECを教育学に特に重点を

置いた教育，指導，保育からなる体系的で目標

志向の幼児教育・保育を指す，と定義している
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が，数学教育学や音楽教育学といった教科教育

の授業もカリキュラムに組み込まれていること

から幼児教育以降の接続といった教育的な側面

が意識された構成となっていることが分かる。

二つ目は，実践に関わる授業が多い点である。

実地研究の授業や，指導計画や実際の活動を計

画して議論する授業といった実践的な授業が行

われている。また，教育実習においては，数週

間にわたる実習が複数回行われており，学問と

して教育学を学ぶような教育学に即した理論的

な授業が多い一方で，実践に即した授業も豊富

に展開されている。

以上のことから，理論的・研究的な授業が多

く含まれた養成課程での学びにおいて，教育学

的に ECECと向き合い，「子どもの視点」や「子

どもの捉え方」を多様な理論，実践の経験に基

づき学ぶことで，子ども一人ひとりを尊重する

保育実践に取り組む保育者としての専門性を身

につけていくことへと繋がっていくと考えられ

る。

4 現場の幼稚園教諭へのインタビュー調査及

び質問紙調査

4.1 調査方法

ヘルシンキ大学の幼稚園教諭養成課程を経

て，幼稚園教諭として勤務する A教諭に半構造

化インタビューによるインタビュー調査を，B

教諭に質問紙調査（自由記述式）を行った(5)。

両調査とも英語で行い，インタビュー調査は英

語の文字起こしデータ，質問紙調査は，回答デー

タを分析資料として用い，分析後に翻訳を行っ

た。

本調査では，子ども一人ひとりを尊重した幼

児教育・保育を実現すべく，幼稚園教諭養成課
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表 1）ヘルシンキ大学幼稚園教諭養成課程の授業詳細

表 2) A 教諭（インタビュー調査）と B教諭（質

問紙調査）の概要



程での学びが，どのように現場での実践と繋

がっているかを明らかにすることを目的とし，

以下の 4つの質問を共通項目とした。

質問 1：幼稚園教諭として子どもたちと関わる

時，最も大切だと思うことは何か

質問 2：フィンランドの ECECでは子ども一人

ひとりが（個人として）尊重されていると知ら

れているが，実際に現場でどう感じているか

質問 3：ヘルシンキ大学の幼稚園教諭養成課程

での学びは，実践に繋がっていると思うか

質問 4：子ども一人ひとりを大切にする保育に

ついて，教員養成課程での学びは実践と繋がっ

ているか

4.2 分析枠組み

本稿では，インタビュー及び質問紙調査で得

た 回 答 の 分 析 枠 組 み と し て，“Teachers’

pedagogical competence in Finnish early childhood

education: A narrative literature review”（Ranta et

al., 2023）の “practical-competence”という概念

を用いる。

Rantaら（2023）は，幼児教育における保育者

の教育学的能力（pedagogical competence）を定

義することを目的に，2010 年から 2020 年の間

に発表された研究論文をレビューした。ナラ

ティブ文献レビュー（narrative literature re-

view）(6)という方法に基づき，データを文脈に

応じて分類し，その中で教育学的能力がどのよ

うに示されているかに注目した。

分析の結果，教育学的能力の定義は，14 の異

なるカテゴリーに分けられた。そして，それら

14 の カ テ ゴ リ ー は，① メ タ 能 力（meta-

competencies），②専門的な能力（professional-

competencies），③ 実 践 的 な 能 力（practical-

competencies）という 3 つの能力に分類するこ

とができた。

14 のカテゴリーのうち，①メタ能力は「カリ

キュラムマネジメント」，「ノウハウの内容」，「方

法論の理解」，「発達理論の理解」の 4つ，②専

門的な能力は「計画とデザイン」，「学習環境の

組織・管理」，「学習環境の設定」，「省察と評価」

の 4つ，③実践的な能力は「指導スキル」，「子

ども中心」，「相互作用と感受性」，「参加の促進」，

「ピア媒介介入の理解」，「フィードバックスキ

ル」の 6つのカテゴリーで構成される。これら

14 のカテゴリーは，「サブカテゴリー」として，

3 つの能力は「カテゴリー」として表記されて

いる。

｢メタ能力」のカテゴリーは，幼児教育の文脈，

教育学的思考，カリキュラム，実質的，方法論

的，理論的知識に対するより深い理解と認識を

通して，教師の教育学的メタコンピテンシーを

記述するものとされる。「専門的な能力」のカ

テゴリーは，教師の専門的知識，理解，イニシ

アチブ，決定，専門的行動のレベルの能力に関

する記述や定義を通して，教師の教育学的能力

を記述し，定義するもので，主に教育的活動を

計画する能力や知識の伝達，活動の足場作りに

関連する。そして，「実践的な能力」のカテゴ

リーは，保育者の実践的な行動，選択，実践を

総合的に説明したものであり，指導スキルや，

子どもの特定の年齢や発達レベルに応じた学び

の支援や足場作りのストラテジーに関するノウ

ハウが含まれている。

本稿では，ヘルシンキ大学の幼稚園教諭養成

課程の分析から明らかになった「子どもの視点」

や「子どもの捉え方」という特徴を踏まえ，実

践における子どもとの相互の関わりを中心に一

人ひとりを尊重した保育の実践における保育者
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の専門性を検討すべく，「実践的な能力」を分析

枠組みとして用いることとした。

4.3 倫理的配慮

本稿は，東京大学倫理審査専門委員会の承認

を得て実施された（承認番号 23-561）。インタ

ビュー及び質問紙調査によって，対象者が不利

益を被ることがないように，対象者には事前に

研究目的や概要，研究発表や論文においてイン

タビュー及び質問紙調査を使用する旨を伝え，

許可を得た上で行った。

4.4 分析結果

A教諭のインタビューの文字起こしデータ，

並びに，B教諭の質問紙調査の回答をサブカテ

ゴリーに分類した結果は表 3 の通りである。

｢子ども中心」は，両教諭共に，最も言及が多

かったカテゴリーとなった。フィンランドの

ECECの文脈において，「子ども中心」とは，子

どもを能動的な参加主体として捉え，認めると

いうことに基づく考え方である（Koivula et al.,

2022）。

｢質問１：幼稚園教諭として子どもたちと関

わる時，最も大切だと思うことは何か」という

問いに対し，A教諭は以下のように答えている。

最も重要だと思うことが二つあります。一

つ目は，上からではなく，子どもたちのレ

ベルに立つということです。二つ目は，子

どもたちが「自分は見てもらえている，聴

いてもらえている」と感じることができる

ように関わることです。子どもたちは，自

分たちは聴いてもらえている，見てもらえ

ているということが分かると，先生も子ど

もたちが何か求めている時に気づくことが

できます（子どもだけではなくて，大人同

士でも，聴いてもらえていると感じること

が大切）。（A教諭回答より，筆者翻訳，括

弧内は筆者補足）

一つ目に関しては，「子ども中心」における「子

どもを主体として捉える」，「参加の促進」にお

ける「子どもが参加し活動するように導く」と

いうキーワードに当てはまる表現である。子ど

もを受動的な存在としてみなすのではなく，主

体として捉え，子どもの視点に立って関わるこ

との重要さを語っている。また，二つ目に関す

る回答は，「フィードバックスキル」における「子

どもの言語・非言語の意見を聴く」に分類され

る回答であると考えられる。

｢質問 2：フィンランドの ECECでは子ども

一人ひとりが（個人として）尊重されていると
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表 3) 実践的な能力のサブカテゴリーによる分

類



知られているが，実際に現場でどう感じている

か」という問いに対して，B教諭は，以下のよ

うに回答している。

観察するということは，ペンを持ってブ

ロックに座って，子どもたちを見つめ，彼

らが何をしているかメモする，ということ

ではありません。子どもと遊び，彼らがど

んな反応を示すかをみて，共に対話し，さ

まざまな葛藤や周囲のポジティブな事柄に

反応できるよう手助けしているのです。そ

して私はメモを取り，後でそれを書き留め

るか，同僚がそれを文書に書き留めます。

そして，私たちの教育法や活動から子ども

たちが最大限の成果を得られるように，私

たちがどのように活動するかについて話し

合います。私は，子どもとのコミュニケー

ションで何を見逃したか，何を理解できな

かったか，自分の状況を撮影して観察する

ことができます。私が子どもを観察し，理

解できるようになれば，その子の成長を助

けることができますし，その子も必要なと

きには私を信頼して助けてくれるようにな

ります。もし私が，子どもの行動や反応の

理由を理解できなかったり，ただバカだと

思ったりしたら，カリキュラムの目標を達

成することはできないでしょう。（B教諭

回答より一部抜粋，筆者翻訳）

これは，「子どものニーズを理解する」，「子ど

もに適切なメソッド」，「対話と足場かけスキ

ル」，「継続的なフィードバックのプロセス」に

関連する表現であることから，「子ども中心」，

「指導スキル」，「相互作用と感受性」，「フィード

バックスキル」の 4つのサブカテゴリーへと分

類した。実践例を元にした具体的な内容が記述

されており，個人を尊重する保育と実践的な能

力との繋がりが示されているとも考えられる。

B教諭は，質問 2 に対して，以下のようにも

回答している。

大学では，私たちは「大人の視点」「子ども

の視点」，そして，「その子どもの視点」を

学びました。端的に言えば，大人の視点と

は，大人である私が大人の視点に基づいて

すべての決定を下すということ。子どもの

視点とは 私は大人として，子どもたちが

何を必要としているかを考え，それに従っ

てすべての決定を下すことです。その子ど

もの視点とは，私は大人として，子どもの

視点，気持ち，感情，経験を対等な立場で

理解しようとすることです。子どもが生き

ている背景を理解しようと努めます。（B

教諭回答より，筆者翻訳）

ここでは，「子どもを主体として捉える」，「子

どものニーズを理解する」，「子どもの考えに対

して柔軟に対応すること」のキーワードから「子

ども中心」へと分類できる。さらに，質問 4：子

ども一人ひとりを大切にする保育について，教

員養成課程での学びは実践と繋がっているかに

対して，A教諭は，以下のように述べている。

大学において，（大学の先生たちから）どの

ように子ども一人ひとりを大切にするかを

教えてもらったし，（大学の先生たちは）子

どもについてとても優しく柔らかく話し，

全ての子どもは本当に大切だと言っていま

した。（中略）子どもたちは，彼らの感情や

ニーズを表現しています。だから，あなた
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（先生）は彼らのことを一人ひとりの個人

としてみて，子どもが求めていることを見

なければならないのです。「なぜこのよう

に行動するのだろう」と。子ども一人ひと

りを見ると，答えが見えてきます。（A教

諭回答より一部抜粋，筆者翻訳）

これは，「子どもを主体として捉える」，「子ど

ものニーズを理解する」から「子ども中心」に

分類される。

以上の A 教諭と B 教諭の回答の分析から，

養成課程での学びが「子ども中心」の教育学的

能力の育成へと繋がり，現場における個人を主

体として捉えることで，一人ひとりを尊重した

保育が実践されていることが示唆される。

5 考察

本稿では，pedagogyを重視するフィンランド

の ECECにおいて，子ども一人ひとりを主体と

する保育者の専門性が養成課程においてどのよ

うに育まれるかを検討すべく，養成課程と現場

の保育者に着目した。現場における実践者の自

主性が重んじられ（Niemi et al., 2016），保育者

に大きな裁量権があるフィンランドの ECEC

では，保育者の専門性として，教育学的能力

(pedagogical competence)が重要な要素とされる

（Melasalmi et al., 2022）ことから，養成課程のカ

リキュラム分析と現職の幼稚園教諭へのインタ

ビュー及び質問紙調査を行い，教育学的能力を

軸に分析することによって，養成課程での学び

と実践との繋がりを検討した。

カリキュラム分析では，教育学的な視点から

子どもや保育を捉える理論的な授業が基本であ

り，かつ，実地研究や教育実習といった実践的

な授業も豊富に展開されていることが分かっ

た。養成課程において，理論と実践の統合的な

カリキュラムによって，理論面と実践面の両面

から多様な「子どもの視点」や「子どもの捉え

方」を学んでいることが明らかとなった。

また，カリキュラム分析の対象としたヘルシ

ンキ大学の幼稚園教諭養成課程を経て，現職の

幼稚園教諭を務める A教諭，B教諭を対象とし

て行ったインタビュー調査及び質問紙調査で

は，教育学的能力のうち，実践的な能力の 6つ

のサブカテゴリーへの分類によって，分析を

行った。その結果，以下の二点が示された。第

一に，「子ども中心」の実践的な能力に関する回

答が多く，フィンランドの ECECにおいて子ど

もを尊重した実践に取り組まれているだけでな

く，保育者の専門性としても「子ども中心」の

要素が大きいということである。「子どもの視

点」に立ったものの見方をするなど，具体的な

記述・回答からも，子どもを主体として捉える

ことの価値が強く意識されていることが示唆さ

れた。第二に，両教諭共に，養成課程での学び

が実践に繋がっていると実感しているだけでな

く，子ども一人ひとりを尊重する保育について，

養成課程段階で学んでいたことが明らかとなっ

た。

以上の結果から考察されることとして，フィ

ンランドの保育者の専門性は，「子どもを主体

とする」教育学的能力に基づいていることが示

され，養成段階で学んだ子どもの捉え方や子ど

もを尊重する保育は，現場においても同様に重

要な要素であるとされており，養成課程での学

びと現場での実践が連続的であることが示唆さ

れる。また，インタビューや質問紙調査では，

現場において，実践を通して体感して学ぶこと

の重要性が強く主張されており，養成課程で理

論的に ECECについて学び，身につけた見識を
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元に実践を通して子どもの捉え方や保育観が磨

かれていくというプロセスによってフィンラン

ドの子ども一人ひとりを尊重する保育が成り

立っていると考えられる。

本稿の課題としては，主に，インタビュー調

査及び質問紙調査の対象者が二名と少ないこと

や，勤務する園の特色まで考慮されていないこ

とが挙げられる。また，今回は pedagogy とい

う概念に着目し，pedagogical competenceという

専門性の枠組みを用いて検討したが，これらの

概念に関して，これまで十分に研究されてきた

とは言い難く，pedagogical competenceの枠組み

自体に新規性がある。フィンランドにおける，

ここ 10 年の ECECの抜本的な教育改革を通じ

て，pedagogyが ECECの中核として語られるよ

うになり，その中で pedagogy や pedagogical

competence に関する研究も少しずつ増えてき

ている。本稿はその流れに位置付けられる研究

としても捉えられるかもしれない。分析を通じ

て pedagogyの概念について新たな検討の余地

も見えたため，フィンランドの ECECや保育者

の専門性に関して検討するうえで，pedagogy概

念のさらなる探究は，今後の重要な課題の一つ

となると考えられる。

一方で，両教諭ともに，幼稚園教諭の仕事に

楽しんで取り組んでおり，「好きである」と回答

していることや，全体を通して，同僚や職場，

施設長との関係性の良さが強調されている点は

興味深い。フィンランドの子ども一人ひとりを

尊重する保育は，その他の環境によっても下支

えされていると推察でき，フィンランドの

ECECの質を探究するうえで，保育者の専門性

だけでなく，職場環境や職場での人間関係と

いった他のファクターがどのように影響してい

るかを検討することも重要であると考えられ

る。

フィンランドの ECECの質に関して，今後の

さらなる探究に向け，保育者の専門性だけでな

く，フィンランドの ECECの文脈や政策文書に

おける言葉の概念，保育者を取り巻く環境等の

多様な要素に着目し，研究を継続していきたい。

注

( 1 ) Ministry of Education and Culture（教育文

化省). Early childhood education and care.

https://okm.fi /en /early-childhood-education-

and-care（閲覧日：2024 年 2 月 28 日）より

引用。

( 2 ) ECEC コアカリキュラム（2022）“Early

childhood education and care (ECEC) is part of

the Finnish education system and an important

stage on the child’s path of growing and

learning. The objective of ECEC is to support

the child’s prerequisites for learning and to

promote lifelong learning and the realisation of

equality in education in line with the principles

of inclusion” (p.4)より。

( 3 ) ECEC コアカリキュラム（2022）“Peda-

gogy refers to systematic and goal-oriented

activities based on multidisciplinary knowl-

edge, particularly in the fields of educational

sciences and early childhood education, that are

professionally managed and implemented by

professional personnel aiming to support

children’s well-being and learning” (p.19-20)

より。

( 4 ) ヘルシンキ大学の教育学部教授である

Lasse Lipponen 先生よりご教示いただい

た，最新版のヘルシンキ大学幼稚園教諭養

成課程カリキュラムを対象とした。
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( 5 ) フィンランドでは公用語がフィンランド

語とスウェーデン語であるため，A教諭，

B教諭にとって英語は外国語であるため，

英語を話すことが難しい場合はインタ

ビューと同じ内容の質問紙調査（自由記述

式，英語）を行うこととした。B教諭は質

問紙調査を選んだため，A 教諭はインタ

ビュー，B教諭は質問紙調査という調査方

法になった。

( 6 ) Rantaら（2023）によると，ナラティブ文

献レビューとは，ある現象に関する既存の

知識，関係する重要な概念，それらの関係

性などを検討する際に用いられるレビュー

方法であり，トピックに関する一般的な言

説を分析し，コンセンサスや議論が存在す

るかどうかを確認し，そのトピックに関連

する発展傾向や理論を検証することを目的

としている。
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